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育雛用飼科に対する粗酵素および醗酵残漆添加が  

飼科の利用性と育成率におよぽす影響  

－・色  泰，中 広 義 堆   

7日E EFFECT OF DIETARY SUPPLEMENT OF CRUDE ENZYME  
OR FERMENT．ATION RESIDUE ON THE GROWTH AND  

FEED UTILIZAT工ONIN CHICKENS  

YutakaIssHIKIand Yoshio NAKAHIRO  

Inthepresentexperiment，thedailygainandfeedutilizationinsinglecombWhiteLeghorn pullets（5  

to125－day，01d）wereinvestigatedafterfeedingoftheconventionaldietscontainedO．1％crudeerlZymeOr  

fermentation residue．．   

Thegrowthratewassignificantlyincreasedduring40to80－day－01dinfeedingof feImentation residue  

－diet，andinfeedingofcrudeenzyme－diet，itwasincreasedduIing60tolOO－day－01d・Asaresult・theaver・  

agebodyweightat125－day－01dwassimilarinbothfeedings ofcrudeenzyme－diet andfermentation re－  

Sidue－diet、．   

Thefeedintakeduringtheexperimentalperiod（120days）wasthegreatestincontroldietandfollowed  

bycIudeenzyme－dietandfermentationresidue－diet，andasaresult，thefeedwassavedabout9％infeed－  

1ngOf董ermentationresidue－dietascomparedwiththatinfeedingOfcontroldiet・   

Thefeedefficiencyduringearlystageof grOWth（5to80－day－01d）was higherin feedings of both  

treateddiets thanincontrolfeeding，andthevaluesatlater stageofgrowth（80to125－day－01d）tended  

todecreaseinfeedingsofbothtreateddietsascomparedwiththatinfeedingo董controldiet・theaver－  

agevaluethroughouttheexperimentalperiod（120days）was14…8，15．1and1519％in the feedings of  

controldiet，Crude enzyme－diet and董ermentation residue－diet，reSPeCtivelyu This mightindicate that  

crudeenzymeandfermentationresidueaddedtothedietslightlyimprovethefeedefficiencyingrowlng  

Chickens．  

単冠白色レグホーン種の雌雄を用い，慣用配合飼料に0‖1％の粗酵素または醗酵残盗混合物を0…1％配合し，5日齢  

から125日齢までの120日間にわたり飼養試験を行った。  

1：醗酵残壇飼料区は中雛時に有意に発育が促進され，粕酵素飼料区は中雛の後半から大雄の初期にその効果がみら   

れたが，125日齢の試験終了時には粗酵素および醗酵残漆給与による体重差はみられなかった0  

2：120日間における飼料の摂取盟ほ対照飼料区が最も多く，次いで粗酵素飼料区となり，疲も少ない醗酵残澄飼料   

区ほ対照飼料区よりも約9％節約出来た。  

3：飼料効率では租酵素および醗酵残盗配合飼料区ほ大雛の初期まで対照飼料区よりも高かったが，それ以後は対席   

飼料区よりも低くなった。しかし，全試験期間を通してみると，対照飼料区は14、8％であるが，粗酵素飼料区は  

15．1％，醗酵残壇飼料区は15．9％となり，添加の効果がみられた。  

緒  

養鶏用飼料の利用性を高める－・方法として各種添加物の検討は多くなれれているが（1‾7〉，なかでも酵素添加に関  

するものは相当報告されている√5－14〉。しかし，それらの諸報告を大別すると，姐酵素給与は飼料価値の改善に有効  

であるが（813〉，粕製した酵素はその効果が期待出来ないとされている（5・10〉。一色と申広く15）は精製したペクチナt－   
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ゼ，キシラナ・－ゼおよびセルラ・－ゼを給与すると飼料の利用性が改善されると報普した。したがって糖製した酵素は  

その種類と組み合わせによって効果は異なると考えられるが，飼料添加剤として酵素を用いる場合，その添加効果さ  

え高ければ租酵素で使用する方が梧製に要する経負も少なく，実用的な而から得策と考えられる。一方，各種醗酵残  

盗は菌体蛋白質および未知成長促進因子等も多く含有しているといわれており，乳酸産生菌も養鶏用飼料への添加は  

その効果を認められている（1¢－18）。そこで米糠を基層として製造した粗簡潔で商品名 ファイク・－Zと，各種の醗酵  

残娃とホエイ乾燥物を混合した商品名フィードサプリメンツ（ファ・－マクトJ）の2つの飼料添加剤を添加した飼料  

を単冠白色レグか－ン種の雌雄に5日齢から125日齢までの120日間給与し，その間における飼料の利用性と育成率に  

ついて調査した。  

材料および方法  

供試鶏は1981年1月12日卵字化した単冠白色レグホーン種雌で餌付時の平均体重が359で健康状態のよいものを常法  

にしたがって5日間育離した。5日齢時に体重測定を行い，各区の平均体壷が同程度となるように26羽ずつ対照飼料  

区，粗酵素配合飼料区および醗酵残漆配合飼料区の3区に分け，幼雑用ケーージに収容して35日齢まで加温した035日  

齢以降は単飼ケーージに収容し，125日齢まで飼養試験を行った0   

供試飼料は慣用の幼雑用，中雑用および大雄用配合飼料を基礎飼料とした。これらの基礎飼料99％にコ・－ンスター  

チ1％を配合したものを対照飼料とし，租酵素および醗酵残漆配合飼料は，基礎飼料98．9％に1％のコt－ンスタ血・チ  

と0．1％の粗酵素あるいは醗酵残漆混合物を混合したものを配合して調製した。これらの飼料は，分析値では租酵素お  

よび醗酵残漆混合物を配合してもその差は伍少であり，一偏して表1に示した。配合した粗酵素は島本微生物工業株  

式会社にて米糠を基質とし，バクテリアを加えて製造したもので（酵素力価はアミラーゼ80D％40℃30st／g・リパ・－  

ゼ501ipaseunit”プロテア1－ゼは酸性10〔pul〕CasFRγtyr／g．中性10〔pu〕Cas FRγtyr／gウレア1－ゼ活性  

0．02，他に酵母数5“0×106／g．耐熱芽胞薗40×10ソgを含んでいる）尾花屋産業株式会社より商品名ファイク－Z  
（以下FZと略す）として販売している。醜酵残壇混合物はボーーデン杜において，乾燥抽出アスペルギルスミール醗  

酵ソルプル，乾燥トーモロコシ蒸留グレイおよびソルブル，トーモロコシ醗酵抽出物およびジャムミ－ル，醗酵乾燥  

ホエイを混合したもので，各種のミネラル，ビタミンおよびアミニノ酸類を含有しており，商品名フィード・サブリメ  

ンツ（ファ－マクト一，以下FSと略す）として尾花産業株式会社より販売されているものである。上記した試験飼  

料は飼料の秤類が変るたびに一度に配合し，ビニ・－ル袋に入れて約0℃に貯蔵して必要量だけ取り出して使用した○  

飼料の給与ほ30日齢まで幼雛用，31日齢から65日齢まで中雑用，66日齢から試験終了時まで大雄用飼料を，1日間の  

飼料摂取可能鼻よりも低かに多い．騒を毎朝9時に行い，昼間は給餌樋の飼料をならし常時飼料の摂取が出来るように  

した。飼料摂取慮の静出は各飼料どとに飼料給与前に給餌樋の残飼料を秤患して1日あたりの総摂取鼻を求めた0な  

お，飼料および水は自由に摂取させた。体重測定ほ10日おきに14時に個体別に行い，10日どとにおける増体鼻を求  

め，これと飼料の摂取愚から飼料効率を算出した。  

結  果  

FZおよびFS給与雑の試験期間中における体重の変化は表2に示した通りである。試験開始後25日齢まではFZ  

およびFS給与による効果は認められないが，FS飼料区はその後発育が促進され，35日齢から55日齢にかけて対照  

飼料区およびFZ飼料区に対して5％水準で有意に大きくなった。しかし55日齢以降はFZ飼料区の発育が促進さ  

れ，75日齢ではFS飼料区とまったく差がみられなくなり，その後はかえってFZ飼料区の方が大きくなる傾向が  

Tablel．Chemicalcomposition o董diets  （％）  

Diets  Moisture 欝蕊  crudeiat 慧モ≡三芳n－free crudefiber Crudeash  
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Table2．Ef董ectoまdietary supplementofcrudeenzymeorfermentationresidueon the  

body weig■htin pullets 
（Mean±SEM）（g）  

71  

Diets  
1／17（5days）   l／27  2／6  2／16   

ContI01  
（Stock diet）  

Stock diet＋0．1％  
Crude enzyme  

Stockdiet＋0．1％  
Fermentation residue  

50±1（26）＊   136±4  212±4   

50±1（26）  136±4  209±4  

50±1（26）  138±3  216±5  

2／26  3／8  3／18  3／28  4／7  

759±12（25）  888±15  

761±14  892±13  

786±14  892±19  

986± 

1008±15  

1004±23  

446±9a  613±10a  

441±9a（25）  611±12a   

473±9b  643±11b  

4／17  4／27  5／7  5／17   We紳  

1269±26（21）   1219±25  

1284±22（23）   1233±22  

1246±29（26）   1194±27  

1211±22（23）  

1250±20  

1209±23  

1027±23（24）   1102±24  

1081±18（24）   1137±18  

1059±23  1110±22  

＊1…FigureSinparenthesesrepresentnumberofpulletsusedl  
MeanShaving thediiferentsuperscriptlettersaresignificantlydifierentat5％1evell・  

みられた。試験終了時における増体品はFZ飼料区が最も多く，次いで対照飼料区，FS飼料区の順に少なくなっ  

た。しかし，FZ飼料区とFS飼料区の差は38gという僅少差であった○   

試験期間中における飼料摂取昂を10日ごとに1羽あたりで野山し，その平均値を表3に示した○試験期間を前，  

中，後の3期に分けて飼料摂取遍：の増減をみると，試験開始時から45日齢までの前期は，対照飼料区よりも試験飼料  

区の方がFZ飼料区で38g（12％），最も発育のよかったFS飼料区でも19g（6％）少なく摂取したo中期の46  

日齢から85日齢までほ急汲に増体したFZ飼料区ほ対照飼料区よりも2‖9g（3％），FS飼料区よりも44g（6％）  

多く摂取した。後期の80日齢から125日齢までは対照飼料区とFZ飼料区には差は少ないが，後半発育の濃慢であっ  

たFS飼料区は対照飼料区よりも65g（8％），FZ飼料区よりも7・6g（9％）減少した0全期間における1羽あ  

たりの飼料摂取鼻ほ対照飼料区が最も多く，次いで多かったFZ飼料区は対照飼料区の99％，最も少なかったFS  

飼料区は91％であった。   

表2と表3から飼料効果を算出し，表4に示した。飼料摂取鼠と同様に試験期間を3期に分けて検討すると，試験  

開始時から45日齢までの前期は増体盈に対して飼料摂取鼻の多い対照飼料区が30い4％（100）と最も低く，FZ飼料区  

は342％（113），最も高いFS飼料区ほ34い6％（114）であった。中期の46日齢から85日齢まではいずれの飼料区間に  

も差はみられなかった。後期の86日齢から125日齢までほ前期とは逆に対照飼料区が8小3％（100）で最も高く，FZ飼  

料区は7．9％（95），FS飼料区は77％（93）となり両試験飼料区は対照飼料区より低下の傾向がみられた0全期間中  

における増体認と飼料摂取温から，試験終了時の飼料効率を算出すると，対照飼料区が148％（100）で最も低く，  

次いでFZ飼料区1511％（102）となりFS飼料区ほ159％（107）で最も高くなった0試験期間中における死亡鶏   
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Table3… Ef董ect of dietary supplement of crude enzyme or董ermemtation residue onthe  
董eedintakein pullets 

（g／bird／day）  

72  

Diets  
1／18≠1／27  1／28－・2／6  2／7－・2／16  2／17－・2／26  

Contr01  
（Stock diet）  

Stockdiet＋0．1％  
Crude enzyme  

Stockdiet＋0．1％  
Fermentation residue  

19．9（26）＊  21．3  

17．5（26）  20‖2  

17．4（26）  23．0  

54．7  

45”0（25）  

49．4  

2／27－3／8  3／9－・3／18  3／19－・3／28  3／29－・4／7  4／8－4／17  

77，3（25）  82．8  

84．1  87．9  

76．．2  77．8  

86．2（24）  

87．．2（24）  

83．2  81．8  

4／18－・4／27   4／28－・5／7   5／8q・5／17   
T 

， 
Average  

88．1（23）  79．2（21）  8234．8  

74．8（23）  8158．0  

72．3（26）  7524，．7  

＊…lFiguresin parentheses representn11mber of pullets used 

は表2・－4の使用羽数に示した通り，対照飼料区は5羽で最も多く，試験終了時の育成率は80い8％であったが，FZ  

飼料区ほ88．5％，FS飼料区は100％で最も高かった。  

考  察  

粗酵素を添加した飼料を雛に給与すると，発育が促進され，飼料の利用性も改善される（5－8，13）が，PETERSEN  

etal・（8）およびMoRANetal小（1き）はカビから得た粗酵素はバクテリアから得たものよりもその効果は大きいと報告し  

ている0しかし，FZで飼料の利用性は改善されたが上記報告ほどの好結果は得られなかった。また，一色と申広（15）  

は鶏に酵素を給与すると飼料の消化管内通過速度が速くなり，飼料の摂取鼻が増大すると報合しているが，FZ飼料  

区は前半にはかえって対照区よりも減少の傾向がみられた。   

本実験に用いたFZは米糠を基質とし主としてバクテリアによって粗酵素を製造したものであるが，製品中には酵  

母も含まれており，完全にバクテリアのみから得たものとはいえないが，酵素の製造は使用した基質，バクテリア，  

酵母およびカビなどの租鰍こよっても生産される酵素の種類や盈が異なる．一・方，飼料に添加する酵素はその種類に  

よっても効果は異なると報告されており（10，15〉，本実験に用いたFZと，PETERSENetal。（8）およびMoRANetal．（13）  

の使用した粗酵素とは，その種類あるいは鼻の追いによる可能性が考えられる。またFZはアミラーゼおよびプロテ  

ア・－ゼが主体であり，糖製されたアミラーゼ，ジアスク・－ゼおよびプロテアーゼの添加はその効果が期待できないと  

報告されている（5・10）。このことばアミラt－ゼおよびプロテア・－ゼは親体からの分泌盈で，ある程度みたされているこ  

とを意味するものであろう．しかし，FZの給与によって前期の飼料効率が対照飼料区よりも4％も高くなり，全期間   
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Table4．E壬fectofdietarysupplementofcrudeenzymeorfermentation residueon the  
王eed e土ficiencyin pullets 

73  

Diets  
1／18－・1／27  1／28－2／6  2／7－・2／16  2／17－・2／26   

Cont工01  
（Stock diet）  

Stockdiet＋0．1％  
Crude enzyme  

Stockdiet＋0．1％  
Fermentation residue  

43．2（26）＊  35．4   

48．8（26）  36．2  

50．8（26）  33り9  

23．5  

28．6（25）  

28．3  

2／27－・3／8  3／9－・3／18  3／】9－・3／28  3／29－・4／7  4／8－・4／17  

19．2（25）  15．4  

17．9  14．8  

18．8  13．6  

4／18－・4／27  4／28－・5／7  5／8－5／17  Total  

12．4（23）  7．3（21）  14．8   

12．7  4．5（23）  15．1  

12．5  5．1（26）  15．9  

＊”Figuresin parenthesesrepresentnumberof pulletsusedl   

を通じて算出しても僅かではあるが飼料の利用性が改著された。このことは，ANDERSON etalu（ユ0）が粗製のアミラー・  

ゼ，ジアスターゼおよびプロテアーゼの添加はその効果が認められるが，楷製するとその効果を期待することば出来  

ないと報曹している事から推察すると，FZの給与効果は主たる酵素のアミラ1－ゼおよびプロデアーゼと他の酵母な  

どの相乗効果によるものか，あるいはFZに含有される未知成長促進因子によるものと考えられる○また飼料への酵  

素添加はその飼料の種類によっても異なると報告されており（5・13・15），本実験に用いた基礎飼料の穀物は消化性の高い  

トウモロコシと玄米が50％以上を占めていることが原因となって，FZ給与の効果に大きな期待がもてなかったのか  

もしれない。一方，MoRANetalr（13）は酵素を添加した飼料を雛に給与した場合，雛の成長は実験どとに変化すると  

報告しており，添加する酵素もその添加盟によって効果ほ異なる（5－1＝2・15）ことから，1回限りの本実験でFZの持つ  

効果が十分に発経できたと断定するこ．とほ困難であり，今後，添加患および飼養条件をかえて実験を繰り返す必要が  

ある。FSには酵素は含有されていても僅かであり，酵累の効果について期待することば出来ないが，FS飼料区は  

55日齢まで発育が促進されて他の2区に対して有意差がみられ，しかも飼料効率の高かったことから推察すると，FS  

の給与は，幾らか残存するカビ，バクテリアおよび酵母などから得た酵素と乳酸菌の効果も考えられるが，ビタミン  

類，ミネラルあるいは未知成長促進因子などの相乗効果によるところが大きいものと推察される○酵累添加は育雑の  

温度によってもその効果は異なり（19），またFZおよびFSほ強制換羽あるいは入水後の回復が促進されることか  

ら（20），本実験が比較的好条件下で実施されたと考えると，育成条件が本実験下よりも悪ければその効果も異なる可  

能性がある。また，本実験は幼雛から初産開始・までの長期間にわたって行ったものであるが，ANDERSONetal・‘10’  

をはじめ，他の研究報告にみられるように幼，申雛期の短期間の実験であれば，FZ，FSともにその効果が顕著に  

なる可能性がある。したがっでブロイラー養鶏のどとく比較的短期間の飼育でほ好結果が得られるかもしれない◇－ 
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方，試験終了時における育成率がFS給与によって高くなったことは，ミネラルのバランスがよくなるためか，ある  

いは健康の維持促進に役立つ何らかの物質が含有されていると思われる。以上の結果から雛の育成用飼料へのFZ，  

特にFSの添加は飼料の利用性をある程度改著し，育成率の向上に効果があるものと考えられる。  
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